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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボディ構造物への閉鎖パネルの取外し可能な取付けを容易にするように適合した自動車
用ヒンジであって、当該自動車用ヒンジは、
（ａ）ドアコンポーネントを有し、該ドアコンポーネントは、上側のおよび下側のドアコ
ンポーネントピボットアームを有し、車両用閉鎖パネルにマウントされるように適合して
おり、
（ｂ）ボディコンポーネントを有し、該ボディコンポーネントは、上側のおよび下側のボ
ディコンポーネントピボットアームを有し、車両用ボディ構造物にマウントされるように
適合しており、
（ｃ）共通のピボット軸を有し、該共通のピボット軸は、ドアコンポーネントとボディコ
ンポーネントとが該軸の周りを互いに対して回転するように適合しており、
（ｄ）円柱状突出部を有し、該円柱状突出部は、該ピボット軸と同軸に整列するよう適合
し、かつ、該ボディコンポーネントの上側のピボットアームに構造的に付加されかつ該ア
ームの上方に延びており、
　前記ドアコンポーネントは、前記円柱状突出部上の外部円柱状ベアリング面によって、
閉鎖パネルおよび該ボディ構造物を寸法的に位置決定し、ボディコンポーネント上に交互
挿入するように適合しており、かつ、前記ドアコンポーネントは、ピボットピンによるア
センブリーで保持されるよう適合しており、該ピボットピンは、充分に構造上のダブルハ
ングピボットジョイントを作り出すように、両方の該ヒンジコンポーネントの両方の該ピ
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ボットアームを通過して延びるように適合しており、
　上記（ａ）の２つのドアコンポーネントピボットアームには、それぞれに、ピボット軸
オリフィスが設けられ、これらのオリフィスにはそれぞれにピボットブッシングがはめ込
まれ、これらブッシングは、ピボットピンのためのベアリング面を作り出しており、かつ
、一方のピボットブッシングには、該ピボットピンを保持するために前記円柱状突出部が
はめ込まれており、
　前記２つのピボットブッシングのうち、少なくとも、前記円柱状突出部の側のブッシン
グが、ダブルフランジとなっており、
　さらに、前記円柱状突出部は、内部にねじ切りされた部分を有し、かつ、前記ピボット
ピンは、外部にねじ切りされた部分を有し、該円柱状突出部の内部のねじ切りされた部分
は、該ピボットピンの外部のねじ切りされた部分と相互に作用して、ピボットピンに対す
る保持手段となっている、
前記自動車用ヒンジ。
【請求項２】
　組立てられたドアコンポーネントとボディコンポーネントとの位置的な許容差が、閉鎖
パネルの塗装後の取外しの後の該閉鎖パネルの再取付けの間に、厳密に保持されるように
、
　ドアコンポーネントが上側のピボットブッシングを有し、該ブッシングが、円柱状突出
部の外部円柱状ベアリング面に締まって嵌るように構成されている、請求項１記載の自動
車用ヒンジ。
【請求項３】
　円柱状突出部が、機械加工されたコンポーネントを有しており、該コンポーネントは、
溶接、接着、材料のすえ込み、または類似の機械的締結手段によって、ボディコンポーネ
ントのピボットアーム内に保持されている、請求項１または２記載の自動車用ヒンジ。
【請求項４】
　円柱状突出部が、ボディコンポーネントのピボットアームの材料から作り出されている
、請求項１または２記載の自動車用ヒンジ。
【請求項５】
　ヒンジコンポーネントを分離するために必要な分離力を低くするのを援助するために、
円柱状突出部上の外部円柱状ベアリング面が、ピボット軸と平行なわずかなテーパーを有
する、請求項１～４のいずれかに記載の自動車用ヒンジ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の分野）
本発明は、ヒンジ、さらにとりわけて言うと、自動車ドアヒンジに適用され、これらヒン
ジは、固定されたボディ構造物に対する閉鎖パネルの運動を容易にし、かつ、車両組立て
操作の特定の段階の間に、ボディ構造物からの閉鎖パネルの取外しおよびボディ構造物へ
の閉鎖パネルの再取付けを簡単にする。
【０００２】
（発明の背景および先行技術）
自動車ドアヒンジは、一般に、閉鎖パネルに固定して取付けられているドアコンポーネン
トおよびボディ構造物に固定して取付けられているボディコンポーネントを含むように構
成されている。コンポーネントの、この構造的な取付けは、溶接、リベット締め、ボルト
締めまたは類似の機械的締結手段によって達成することができる。ボディコンポーネント
に対するドアコンポーネントの単純な回転運動は、通常、ピボットピンとそれに関連する
ベアリング面とによって達成される。ピボットピンは、一方のヒンジコンポーネントに固
定して取付けられるように構成されており、一方、他方のコンポーネントは、１以上のベ
アリング面によってピボットピンの周りを自由に回転する。閉鎖パネルをボディ構造物に
取付けるために、同軸上に整列したピボットピンと垂直にオフセットされたこれらのヒン
ジアセンブリのうちの２つを利用することは通例である。
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【０００３】
多くの現代的な自動車車両の組立て工場では、閉鎖パネルは、車両が最初に組立てられ塗
装された後で、ボディ構造物から取り外される。閉鎖パネルの、この塗装後の取外しは、
計器パネル、シート、カーペットおよびヘッドライナーのような大きいコンポーネントの
取付けを含む車両内部の最終組立てを容易にするため、ならびにラッチおよび窓の昇降機
構のようなドアのハードウェアコンポーネントの最終組立てを簡素化するために行われる
。閉鎖パネルの取外しおよび再取付けプロセスの重要な特徴は、塗装に先だって、車両の
最初の組立ての間に、最終的なドア位置をセットするのが通例であるということである。
このようにして、ギャップマージン、および表面が同じ高さであること（これらは、車両
品質の最も重要な特徴の中に入っている）が、最初の構造的な組立ての間にセットされ、
塗装の前および直後に評価され得る。この一般的に受け入れられたアプローチでは、塗装
後に閉鎖パネルを取外して再取付けするために用いられる方法が、最終組立てプロセスの
間に元のドア位置の正確な繰り返しを容易にしなければならないということが必要となっ
ている。最初の取付けプロセスの寸法上の元の状態を維持しつつ、車両の閉鎖パネルの取
外しおよび再取付けを容易にする先行技術は広範囲に存在する。
【０００４】
１つの実施形態は、ヒンジコンポーネントが浮動するのを、永久的に位置させるために溶
接または接着を利用する、第１の構造的ファスナーであって、これは、まずボディ構造物
に対する閉鎖パネルの調節を容易にし、続いて寸法上の元の状態の許容を容易にした。メ
インのヒンジコンポーネントの第１の構造的ファスナーを用いて、閉鎖パネルは、取外し
および再取付ができ、ヒンジアセンブリ全体が閉鎖パネルまたはボディ構造物のいずれか
と共にある。この方法論は、閉鎖パネルへのドアコンポーネントの溶接、リベット締めま
たは接着も、ボディ構造物へのボディコンポーネントの溶接、リベット締めまたは接着も
容易にしない。さらに、この方法論は、閉鎖パネルまたはボディ構造物における塗装の元
の状態が、閉鎖パネルの取外しの間に破られることを必要とする。
【０００５】
第２の先行技術の実施形態は、ヒンジのドアコンポーネントまたはボディコンポーネント
のいずれかに２ピース構成を利用する。この方法論によって、第１の構造的ファスナーを
用いることなく、車両からドアを取り外すことができる。２ピースのドアコンポーネント
または２ピースのボディコンポーネントのいずれかは、車両を塗装した後、１以上の第２
のねじ切りされたファスナーを取り外すことによって分離される。ヒンジピンの延長部分
の上にはめ込むための追加コンポーネントの特徴または部分を利用することは一般的であ
って、これは、再取付けを容易にするのを助けるためであって、第２のねじ切りされたフ
ァスナーをはめ込む前に閉鎖パネルをおおよその位置に一時的に保持するための特徴部を
与えることによってなされる。この３ピースの配置は、従来の２要素のヒンジ構成と比較
してかなりのコストおよび複雑さを追加し、また、閉鎖パネルの再取付けの間に最初の組
立て位置を寸法的に繰り返す能力が多少制限される。
【０００６】
第３の先行技術の実施形態は、ドアコンポーネントがヒンジのボディコンポーネント上に
単純に交互挿入されることを容易にするカンチレバー・ピボットピンを利用している。ド
アコンポーネントは、適切な大きさのピボットブッシングを含んでおり、該ブッシングは
、ボディコンポーネントがマウントされた、垂直な、カンチレバー・ピボットピンと相互
作用して、アセンブリーされたドアコンポーネントおよびボディコンポーネントの位置決
め公差が厳密に保持されるのを保証する。クリップ、ナットまたは類似の機械的デバイス
が、ドアコンポーネントをピボットピンに保持し、水平なベアリング面は、２つのコンポ
ーネント間で垂直の荷重を伝達する。このカンチレバー・ピボットピンの配置はシングル
ハングと呼ばれ、それはすべての与えられた曲げモーメントを直接ピボットピンに伝える
。これは、ダブルハング配置とは対照的であって、ダブルハング配置は、基礎となるヒン
ジコンポーネントの２つの支持体を通る単純に支持されたピボットピンを用い、そして全
ての曲げモーメント荷重を、直線的な力のカップルとして二面剪断に移し変える。シング
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ルハング、すなわち交互挿入されたドアおよびボディコンポーネントのヒンジは、閉鎖パ
ネルの寸法上の正確な再取付けを容易にするが、ダブルハング構成よりも構造的に劣って
いる。
【０００７】
（発明の一般的な説明）
従って、閉鎖パネルを車両に適切にはめ込んで構造的に取付けた後に、ドアコンポーネン
トおよびボディコンポーネントを簡単に分離することができるヒンジアセンブリを作り出
すことが有利であろう。加えて、もし、分離技術が、完全に構造的にダブルハングのピボ
ットジョイントを作り出しつつ、２つのコンポーネントの再取付けの間に最初の組立て位
置の正確な寸法上の繰り返しを容易にするならば、現在の技術に対して著しい改善であろ
う。
【０００８】
従って、本発明の態様では、ボディ構造物への閉鎖パネルの取外し可能な取付けを容易に
するように適合した自動車用ヒンジは、上側のおよび下側のドアコンポーネントピボット
アームを有し、車両用閉鎖パネルにマウントされるように適合したドアコンポーネントと
、上側のおよび下側のボディコンポーネントピボットアームを有し、車両用ボディ構造物
にマウントされるように適合したボディコンポーネントと、共通のピボット軸であって、
ドアコンポーネントとボディコンポーネントとが該軸の周りを回転するように適合させら
れている、該共通のピボット軸と、該ピボット軸と同軸に整列するよう適合し、かつ、該
ボディコンポーネントの上側のピボットアームに構造的に付加されかつ該アームの上方に
延びている円柱状突出部とを有し、該ドアコンポーネントは、円柱状突出部上の外部円柱
状ベアリング面によって、閉鎖パネルおよび該ボディ構造物を寸法的に位置決定し、ボデ
ィコンポーネント上に交互挿入するように適合しており、かつ、該ドアコンポーネントは
、ピボットピンによるアセンブリーで保持されるよう適合しており、該ピボットピンは、
充分に構造上のダブルハングピボットジョイントを作り出すように、両方の該ヒンジコン
ポーネントの両方の該ピボットアームを通過して延びるように適合している。
【０００９】
本発明のさらなる態様では、
（ａ）組立てられたドアコンポーネントとボディコンポーネントとの位置的な許容差が、
閉鎖パネルの塗装後の取外しの後の該閉鎖パネルの再取付けの間に、厳密に保持されるよ
うに、ドアコンポーネントが上側のピボットブッシングを有し、該ブッシングが、円柱状
突出部の外部円柱状ベアリング面に締まって嵌るように構成されている；
（ｂ）円柱状突出部が内部にねじ切りされた部分を有し、該ねじ切りされた部分は、ピボ
ットピンに対する確動的な保持手段を提供すべく、該ピボットピンの外部にねじ切りされ
た部分と相互に作用するものである；
（ｃ）円柱状突出部が、機械加工されたコンポーネントを有しており、該コンポーネント
は、溶接、接着、材料のすえ込み、または類似の機械的締結手段によって、ボディコンポ
ーネントのピボットアーム内に保持されている；
（ｄ）円柱状突出部が、ボディコンポーネントのピボットアームの材料から作り出されて
いる；
（ｅ）円柱状突出部が滑らかな内部孔を有しており、該内部孔は、閉鎖パネルの再取付け
の間にピボットピンが最終的に収められた際に該ピボットピンに対する確動的な保持手段
を提供すべく、該ピボットピン上の物理的な外部特徴部と相互に作用するように適合して
いる；
（ｆ）ピボットピン上の物理的な外部特徴部が、ぎざぎざ、スプライン、または他の類似
の境界面の特徴部である；
（ｇ）ヒンジコンポーネントを分離するために必要な分離力を低くするのを援助するため
に、円柱状突出部上の外部円柱状ベアリング面が、ピボット軸と平行なわずかなテーパー
を有する。
【００１０】
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（発明の詳細な説明）
図１、２および３を参照すると、ドアヒンジアセンブリ（１）は、実質的にドアコンポー
ネント（２）とボディコンポーネント（３）とから構成されている。ドアコンポーネント
は、マウント面（６）と２つのピボットアーム（７）とで構成されている。各ピボットア
ームは、ピボット軸オリフィス（８）を含む。これらのオリフィス（開口）にはブッシン
グ（９、１６）がはめ込まれ、該ブッシングはピボットピン（１０）のためのベアリング
面を作り出す。ドアコンポーネントは、ボルト締め、溶接、接着、リベット締めまたは類
似の締結手段を用いて、そのマウント面（６）を介して閉鎖パネル（４）に構造的に取付
けられる。ボディコンポーネント（３）は、マウント面（１１）と２つのピボットアーム
（１２）とで構成されている。各ピボットアームは、ピボット軸オリフィス（１３）を有
する。上側のピボット軸オリフィスは円柱状突出部（１４）を含み、該突出部は、ピボッ
トアーム上に延びており、かつ、溶接、接着またはある形態の材料据込みを用いてピボッ
トアームに固定して取付けられている。円柱状突出部（１４）は、ピボットピン軸オリフ
ィスと同軸のままでいる外部円柱状ベアリング面（２０）を提供するように構成され、加
えて、ピボットピン軸オリフィスと同軸である内部にねじ切りされた面（１５）を提供す
るように構成されている。ボディコンポーネント（３）は、ボルト締め、溶接、接着、リ
ベット締めまたは類似の締結手段を用いて、ボディコンポーネントのマウント面（１１）
を介してボディ構造物（１９）に構造的に取付けられている。ドアコンポーネント（２）
は、ボディコンポーネント（３）に交互挿入（インターリーブ）されており、かつ、適切
な大きさの上側のピボットブッシング（９）の内径と一致する円柱状突出部（１４）の外
部円柱状ベアリング面（２０）によって、寸法的に位置決定されている。該アセンブリは
、全てのピボットオリフィスを通って両方のヒンジコンポーネントを橋渡しするピボット
ピン（１０）によって構造的に完成される。ピボットピン（１０）は、外部にねじ切りさ
れた面または部分（１７）（該面または部分は、円柱状突出部の内部にねじ切りされた面
（１５）と互いに作用し合う）によって保持される。ピボットピン（１０）の周りでの、
２つのヒンジコンポーネントの相対的な回転は、上側のピボットブッシング（９）および
下側のピボットブッシング（１６）によって助長される。これらのブッシングは、ドアコ
ンポーネント内に堅固に組み合わされ、かつ、ピボットピンの周りを自由に回転し、該ピ
ボットピンは、ねじ切りされた境界面（インターフェイス）を介してボディコンポーネン
トに堅固に取付けられている。
【００１１】
構造的な荷重（例えば、衝突によって加えられる荷重）は、ダブルハング配置によってヒ
ンジコンポーネントとボディコンポーネントとの間で移し変えられる。ダブルハングヒン
ジは、全ての曲げモーメント荷重を、直線的な力のカップルとして二面剪断に移し変える
ことができる。このことにより、カンチレバー・シングルハング配置と比較して、ピボッ
トピンへ加えられる応力が著しく減少する。六角ヘッド（１８）または類似の工具接触部
（ツールインターフェイス）に適切なトルクを与えることによって、一旦ピボットピンが
最終的にヒンジに組立てられると、システムは、充分にリベット留めされたダブルハング
ヒンジ配置と同一の構造的性能に戻る。
【００１２】
閉鎖パネルの塗装後の取外しは、単純にピボットピンを抜いて、それらを上側のおよび下
側のヒンジアセンブリから取り外すことによって容易になされる。そして、次いで、ドア
コンポーネントの上側のピボットブッシング（９）が、円柱状突出部（１４）を去り、閉
鎖パネルを車両から取り外せるよう自由にして、閉鎖パネルは取り外すことができる。閉
鎖パネルを車両に再取付けする場合には、カンチレバー・ピボットピンの先行技術の実施
形態と同様の方法で、円柱状突出部（１４）上に上側のピボットブッシング（９）を配置
することによって、上側のおよび下側のヒンジのドアコンポーネントをボディコンポーネ
ントと一線上にそろえる。次いで、ピボットピンの外部にねじ切りされた面（１７）が円
柱状突出部（１４）の内部にねじ切りされた面（１５）と係合するまで、ピボットピン（
１０）がヒンジに挿入される。次いで、六角ヘッド（１８）または類似の工具接触部に適
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切なトルクを与えることによって、該アセンブリは構造的に完成される。完成したヒンジ
を図４に示す。このようにして、このヒンジは、カンチレバー・ピボットピンの先行技術
の実施形態の取外しおよび再取付けを簡単にすることを提供するが、関連する構造的な欠
点は排除している。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、典型的な自動車の取付けにおける一対の本発明のヒンジアセンブリの斜
視図である。
【図２】図２は、完全に組立てられた状態にある本発明のヒンジアセンブリの斜視図であ
る。
【図３】図３は、本発明のヒンジアセンブリのコンポーネントの分解斜視図である。
【図４】図４は、ピボットピンの中心線を通る本発明のヒンジアセンブリの断面図である
。

【図１】 【図２】
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